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等級別療育手帳所持者数の推移 

療育手帳所持者数の等級別の割合をみると、

～53％台で推移しています

73 

109 

6 

24年度

歳

188188188188

46.4 

48.9 

49.7 

48.4 

46.4 

40%

Ａ

7 

年度に１人減少していますが、平成

年齢層別にみると、18～

増加しています

療育手帳所持者数の等級別の割合をみると、軽度の程度

％台で推移しています

74 

107 

6 

25年度

18～64歳

187187187187

40%

年度に１人減少していますが、平成

～64 歳が半数以上を占めており、平成

増加しています。 

軽度の程度 B

％台で推移しています。 

77 

108 

7 

26年度

歳 65

192192192192

60%

Ｂ

資料：福祉課

年度に１人減少していますが、平成 26

歳が半数以上を占めており、平成

資料：福祉課

B がやや多く、程度Ａは

60 

139 

10 

27年度

65歳以上

209209209209

53.6 

51.1 

50.3 

51.6 

53.6 

80%

Ｂ

資料：福祉課（各年度末現在

26 年度と 27

歳が半数以上を占めており、平成

資料：福祉課（各年度末現在

がやや多く、程度Ａは

60 

139 

10 

年度

209209209209

100%

 
各年度末現在） 

27 年度

歳が半数以上を占めており、平成

 

各年度末現在） 

がやや多く、程度Ａは 46

100%

 

 



 

（（（（５５５５））））

① 年齢別精神障害

精神障害者

平成

めており、

 

 

 

② 精神

 

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます

 

0

100

200

平成

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

））））精神障精神障精神障精神障がいがいがいがい

年齢別精神障害

精神障害者保健福祉

平成 23 年度よりも

めており、増加している人数もこの年齢層が中心となっています

精神障害者保健

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます

 

1 

130 

38 

0人

100人

200人

平成23

169169169169

21.3 

17.8 

15.6 

13.8 

12.1 

0%

平成

年度

年度

年度

年度

年度

がいがいがいがい者者者者のののの状況状況状況状況

年齢別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移

保健福祉手帳の所持者は

年度よりも 54 人増えています

増加している人数もこの年齢層が中心となっています

保健福祉手帳所持者数の

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます

  

1 

130 

38 

23年度 24

０～17歳

169169169169

21.3 

17.8 

15.6 

13.8 

12.1 

20%

１級

状況状況状況状況    

者保健福祉手帳所持者数の推移

手帳の所持者は

人増えています

増加している人数もこの年齢層が中心となっています

福祉手帳所持者数の

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます

2 

131 

41 

24年度

歳

174174174174

64.6 

40%

１級

者保健福祉手帳所持者数の推移

手帳の所持者は年々増加しており、平成

人増えています。年齢層別にみると、

増加している人数もこの年齢層が中心となっています

福祉手帳所持者数の等級別の割合の

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます

3 

144 

45 

25年度

18～64歳

192192192192

66.3 

63.8 

64.1 

65.0 

64.6 

40% 60%

２級

者保健福祉手帳所持者数の推移 

年々増加しており、平成

年齢層別にみると、

増加している人数もこの年齢層が中心となっています

等級別の割合の推移 

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます

3 

153 

47 

26年度

歳 65

203203203203

66.3 

60%

資料：福祉課

年々増加しており、平成 27 年度では

年齢層別にみると、18～64 歳が

増加している人数もこの年齢層が中心となっています。 

 

資料：福祉課

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます

3 

168 

52 

27年度

65歳以上

223223223223

12.4 

18.4 

20.3 

21.2 

23.3 

80%

３級

資料：福祉課（各年度末現在

年度では 223 人と、

歳が７割以上を占

資料：福祉課（各年度末現在

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

３級の割合が増加し、重度の１級の割合が減少している傾向が顕著にみられます。

3 

168 

52 

年度

223223223223

12.4 

18.4 

20.3 

21.2 

23.3 

100%

 
各年度末現在） 

人と、

以上を占

 
各年度末現在） 

 

精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別の割合の推移をみると、比較的程度の軽い

。 

 

 

 



 

（（（（６６６６））））

① 特別支援

平成

10 級・

ますが

また、

２校・４級・

じ傾向で推移していますが、生徒数は増減を繰り返しています。

 

② 障がい

平成

度までは

また、

所の在籍児数に比べると、少ない人数で推移しています

 

小
学
校

中
学
校

在籍障がい児数（人）

加配保育士数（人）

在籍障がい児数（人）

保
育
所

幼
稚
園

））））就園就園就園就園・・・・就学就学就学就学

特別支援学級の状況（小学校

平成 27 年度の小学校における

級・26 人となっています。平成

ますが、設置校数は横ばいの傾向となっています。

また、平成 27

２校・４級・14

じ傾向で推移していますが、生徒数は増減を繰り返しています。

障がい児の在籍状況

平成 27 年度の保育所における在籍障がい児数は、

度までは 20人台で推移していますが、平成

また、平成 27

所の在籍児数に比べると、少ない人数で推移しています

設置校数（

学級数（級

生徒数（人

設置校数（

学級数（級

生徒数（人

在籍児数（人）

在籍障がい児数（人）

在籍率（％）

加配保育士数（人）

在籍児数（人）

在籍障がい児数（人）

在籍率（％）

加配教員数（人）

就学就学就学就学のののの状況状況状況状況    

学級の状況（小学校

年度の小学校における

人となっています。平成

、設置校数は横ばいの傾向となっています。

27 年度の中学校における

14 人となっています。平成

じ傾向で推移していますが、生徒数は増減を繰り返しています。

児の在籍状況（保育所・幼稚園）

年度の保育所における在籍障がい児数は、

人台で推移していますが、平成

27 年度の幼稚園

所の在籍児数に比べると、少ない人数で推移しています

平成

（校）

級）

人）

（校）

級）

人）

在籍児数（人）

在籍障がい児数（人）

在籍率（％）

加配保育士数（人）

在籍児数（人）

在籍障がい児数（人）

在籍率（％）

加配教員数（人）

    

学級の状況（小学校・中学校

年度の小学校における特別支援学級

人となっています。平成 23 年度以降、学級数・生徒数は増減を繰り返してい

、設置校数は横ばいの傾向となっています。

年度の中学校における

人となっています。平成

じ傾向で推移していますが、生徒数は増減を繰り返しています。

（保育所・幼稚園）

資料：市内の各保育所・幼稚園より

年度の保育所における在籍障がい児数は、

人台で推移していますが、平成

幼稚園における在籍障がい児数は、

所の在籍児数に比べると、少ない人数で推移しています

平成23年度

6

11

27

2

3

15

平成23年度

769

22

2.9

11

217

0.0

9 

・中学校） 

  

特別支援学級の設置校数・学級数・生徒数は、６校・

年度以降、学級数・生徒数は増減を繰り返してい

、設置校数は横ばいの傾向となっています。

年度の中学校における特別支援学級

人となっています。平成 23 年度以降、設置校数・学級数はほとんど同

じ傾向で推移していますが、生徒数は増減を繰り返しています。

（保育所・幼稚園） 

資料：市内の各保育所・幼稚園より

年度の保育所における在籍障がい児数は、

人台で推移していますが、平成 26 年度以降は

における在籍障がい児数は、

所の在籍児数に比べると、少ない人数で推移しています

 

24年度

6

12

27

2

4

16

平成23年度 24年度

769

22

2.9

11

217

0

0.0

0

  資料：教育委員会（各年５月１日時点）

の設置校数・学級数・生徒数は、６校・

年度以降、学級数・生徒数は増減を繰り返してい

、設置校数は横ばいの傾向となっています。 

特別支援学級の設置校数・学級数・生徒数は、

年度以降、設置校数・学級数はほとんど同

じ傾向で推移していますが、生徒数は増減を繰り返しています。

資料：市内の各保育所・幼稚園より

年度の保育所における在籍障がい児数は、10 人となっています。平成

年度以降は 10

における在籍障がい児数は、

所の在籍児数に比べると、少ない人数で推移しています。 

25年度

23

11

24年度 25年度

787

21

2.7

13

231

0

0.0

0

資料：教育委員会（各年５月１日時点）

の設置校数・学級数・生徒数は、６校・

年度以降、学級数・生徒数は増減を繰り返してい

の設置校数・学級数・生徒数は、

年度以降、設置校数・学級数はほとんど同

じ傾向で推移していますが、生徒数は増減を繰り返しています。 

資料：市内の各保育所・幼稚園より（各年度

人となっています。平成

10人台で推移しています。

３人となっています。

 

26年度

6

9

23

2

4

11

25年度 26年度

805

23

2.9

12

210

1

0.5

0

資料：教育委員会（各年５月１日時点）

の設置校数・学級数・生徒数は、６校・

年度以降、学級数・生徒数は増減を繰り返してい

の設置校数・学級数・生徒数は、

年度以降、設置校数・学級数はほとんど同

（各年度４月１

人となっています。平成 25

人台で推移しています。

人となっています。

年度 27年度

6

11

25

2

4

11

26年度

782

13

1.7

7

231

2

0.9

0

 
資料：教育委員会（各年５月１日時点）   

の設置校数・学級数・生徒数は、６校・

年度以降、学級数・生徒数は増減を繰り返してい

の設置校数・学級数・生徒数は、

年度以降、設置校数・学級数はほとんど同

１日現在） 

25 年

人台で推移しています。 

人となっています。保育

年度

6

10

26

2

4

14

27年度

772

10

1.3

6

246

3

1.1

1

 

 
 



２２２２    アンケートアンケートアンケートアンケート

調査の目的

調査の内容

調
査

の
方

法
 

調査地域

調査対象

抽出方法

調査方法

調査期間

回収状況

（（（（１１１１））））

① 基本属性

性 別

 

年 代

 

居住区

 

アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査

調査の目的 

障害者基本法（第

策定する「

及び

調査の内容 

＊回答者の属性

＊障がい者への支援

＊障がい児の就学について

＊障がいに関する言葉の

＊まちづくりについて

調査地域 

調査対象 中央

抽出方法 住民基本台帳から等間隔

調査方法 

調査期間 

回収状況 有効回収数：

））））回答者回答者回答者回答者のののの

基本属性 

別 

（

代 

20 代・

（

居住区 

田富地区

 （

調査調査調査調査からみたからみたからみたからみた

障害者基本法（第

策定する「中央市

及び 障害者手帳所持者を対象に

回答者の属性 

障がい者への支援について

障がい児の就学について

障がいに関する言葉の

まちづくりについて 

中央市在住の 20

住民基本台帳から等間隔

有効回収数：553

のののの属性属性属性属性    

男性 

248  

（44.8％） 

代・30 代 

146  

（26.4％） 

田富地区 

293 

（53.0％） 

からみたからみたからみたからみた障障障障がいのあるがいのあるがいのあるがいのある

障害者基本法（第 11 条）に基づいて、障がい

中央市 第２次障

障害者手帳所持者を対象に

【一般市民】

＊

について ＊

障がい児の就学について ＊

障がいに関する言葉の認知状況 ＊

  

20 歳以上の男女

住民基本台帳から等間隔無作為抽出

郵送配布・郵送回収

平成 28

553 票（有効回収率＝

≪≪≪≪    一一一一    

（54.4

40 代

（32.5

玉穂地区

 （

がいのあるがいのあるがいのあるがいのある

条）に基づいて、障がい

障がい者計画」の基礎資料とする

障害者手帳所持者を対象に実施しました

【一般市民】 

＊障がい者福祉への関心

＊障がい者の雇用について

＊情報の入手手段

＊障がいに対する差別

 

中央

の男女 1,000 人

無作為抽出 

郵送配布・郵送回収（お礼兼督促状

28 年６月 10

票（有効回収率＝55.3

    般般般般    市市市市    民民民民

女性 

301  

54.4％） 

代・50 代 

180  

32.5％） 

玉穂地区 

195 

（32.5％） 

がいのあるがいのあるがいのあるがいのある人人人人のののの現状現状現状現状

条）に基づいて、障がい福祉の施策を総合的に推進するために

者計画」の基礎資料とする

実施しました。 

障がい者福祉への関心 ＊回答者の属性

障がい者の雇用について ＊日常生活について

情報の入手手段 ＊情報収集について

障がいに対する差別 ＊就園・就学について

＊災害時のことについて

中央市全域 

人 
障害者手帳所持者全員

 

（お礼兼督促状

10 日～平成 28

55.3％）  有効回収数：

民民民民    ≫≫≫≫    

無回答

（0.

60

 （39.2

豊富地区

 （11.2

現状現状現状現状    

福祉の施策を総合的に推進するために

者計画」の基礎資料とすることを目的に

 

【障害者手帳所持者】

回答者の属性 

日常生活について

情報収集について

就園・就学について

災害時のことについて

障害者手帳所持者全員

（お礼兼督促状 １回発送）

28 年７月 14 日

有効回収数：807

無回答 

4  

0.7％） 

60 歳以上 

217 

39.2％） 

豊富地区 

62 

11.2％） 

福祉の施策を総合的に推進するために

ことを目的に

【障害者手帳所持者】

＊障がいの状態について

日常生活について ＊相談体制について

情報収集について ＊就労について

就園・就学について ＊介助者について

災害時のことについて ＊今後の取組みについて

障害者手帳所持者全員 1,313

１回発送） 

14 日 

807 票（有効回収率＝

 

無回答

 （1.8

無回答

（0.5

福祉の施策を総合的に推進するために

ことを目的に、一般市民 

【障害者手帳所持者】 

障がいの状態について

相談体制について 

就労について 

介助者について 

今後の取組みについて

1,313 人(悉皆

票（有効回収率＝61.4％）

無回答 

10 

1.8％） 

無回答 

3  

0.5％） 

 

障がいの状態について 

今後の取組みについて 

悉皆)

）  



 

（（（（２２２２））））

① 障がい者福祉への関心

問

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

関心がある」）は

は 9.0

が高いことが

 
 
 

（（（（３３３３））））

① 障がい者支援に対する考え方

問

障がい者への支援について、「できる範囲で支援したい」が

で「支援をしたいが

何をすればいい

が大半を占める一方、

方も多くなって

するには難しいという方が多い傾向がうかがえます。

N＝553

N

））））障障障障がいがいがいがい者福祉者福祉者福祉者福祉

障がい者福祉への関心

問 あなたは、障がいのある人の福祉について関心をお持ちですか。

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

関心がある」）は

9.0％で、『関心がある』が６割を超えて多くなっており、

が高いことがうかがえます

））））障障障障がいがいがいがい者者者者

障がい者支援に対する考え方

問 あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ）

障がい者への支援について、「できる範囲で支援したい」が

で「支援をしたいが

何をすればいいの

が大半を占める一方、

方も多くなっています

するには難しいという方が多い傾向がうかがえます。

全体
N＝553

0%

かなり関心がある

あまり関心はない

全体
N＝553

0%

できる範囲で支援したい

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯で余裕がない

支援は、国・県・市やボランティア、福祉施設の職員等が行えばいい

余計なお世話になるので支援しない

その他

無回答

者福祉者福祉者福祉者福祉へのへのへのへの関心関心関心関心

障がい者福祉への関心 

あなたは、障がいのある人の福祉について関心をお持ちですか。

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

関心がある」）は 63.5％、『関心はない』（「あまり関心はない」＋「全く関心はない」）

％で、『関心がある』が６割を超えて多くなっており、

うかがえます

者者者者へのへのへのへの支援支援支援支援についてについてについてについて

障がい者支援に対する考え方

あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ）

障がい者への支援について、「できる範囲で支援したい」が

で「支援をしたいが、自分のことで

のかわからない」が

が大半を占める一方、「何を

います。支援をしたいという意識がある方は多いものの、実際に支援を

するには難しいという方が多い傾向がうかがえます。

17.2

20%

かなり関心がある

あまり関心はない

20%

できる範囲で支援したい

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯で余裕がない

支援は、国・県・市やボランティア、福祉施設の職員等が行えばいい

余計なお世話になるので支援しない

その他

無回答

関心関心関心関心    

 

あなたは、障がいのある人の福祉について関心をお持ちですか。

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

、『関心はない』（「あまり関心はない」＋「全く関心はない」）

％で、『関心がある』が６割を超えて多くなっており、

。 

についてについてについてについて    

障がい者支援に対する考え方 

あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ）

障がい者への支援について、「できる範囲で支援したい」が

自分のことで精一杯

かわからない」が 15.6

「何をすればいいのか

支援をしたいという意識がある方は多いものの、実際に支援を

するには難しいという方が多い傾向がうかがえます。

46.3

20% 40%

まあまあ関心がある

全く関心はない

50.1

20% 40%

できる範囲で支援したい

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯で余裕がない

支援は、国・県・市やボランティア、福祉施設の職員等が行えばいい

余計なお世話になるので支援しない

11 

あなたは、障がいのある人の福祉について関心をお持ちですか。

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

、『関心はない』（「あまり関心はない」＋「全く関心はない」）

％で、『関心がある』が６割を超えて多くなっており、

あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ）

障がい者への支援について、「できる範囲で支援したい」が

精一杯で余裕がない」が

15.6％となっています。支援をしたいと考える方

すればいいのかわからない」

支援をしたいという意識がある方は多いものの、実際に支援を

するには難しいという方が多い傾向がうかがえます。

46.3

40% 60%

まあまあ関心がある

全く関心はない

15.6

40% 60%

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯で余裕がない

支援は、国・県・市やボランティア、福祉施設の職員等が行えばいい

余計なお世話になるので支援しない

あなたは、障がいのある人の福祉について関心をお持ちですか。

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

、『関心はない』（「あまり関心はない」＋「全く関心はない」）

％で、『関心がある』が６割を超えて多くなっており、

あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ）

障がい者への支援について、「できる範囲で支援したい」が

で余裕がない」が

％となっています。支援をしたいと考える方

わからない」「自分のことで精一杯」

支援をしたいという意識がある方は多いものの、実際に支援を

するには難しいという方が多い傾向がうかがえます。 

26.2

60%

まあまあ関心がある

15.6 26.4

60%

支援をしたいが、何をすればいいのかわからない

支援をしたいが、自分のことで精一杯で余裕がない

支援は、国・県・市やボランティア、福祉施設の職員等が行えばいい

あなたは、障がいのある人の福祉について関心をお持ちですか。（○は１つ）

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

、『関心はない』（「あまり関心はない」＋「全く関心はない」）

％で、『関心がある』が６割を超えて多くなっており、障がい福祉に対する関心

あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ）

障がい者への支援について、「できる範囲で支援したい」が 50.1％で最も多く、次い

で余裕がない」が 26.4％、「支援をしたいが、

％となっています。支援をしたいと考える方

「自分のことで精一杯」

支援をしたいという意識がある方は多いものの、実際に支援を

26.2 8.1

0.9

80%

どちらともいえない

無回答

26.4

2.7
1.6

80%

支援は、国・県・市やボランティア、福祉施設の職員等が行えばいい

（○は１つ） 

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

、『関心はない』（「あまり関心はない」＋「全く関心はない」）

障がい福祉に対する関心

あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ）

％で最も多く、次い

％、「支援をしたいが、

％となっています。支援をしたいと考える方

「自分のことで精一杯」という

支援をしたいという意識がある方は多いものの、実際に支援を

8.1

0.9 1.3

100%

どちらともいえない

1.6 1.4

2.2

100%

 

障がいのある人の福祉について、『関心がある』（「かなり関心がある」＋「まあまあ

、『関心はない』（「あまり関心はない」＋「全く関心はない」）

障がい福祉に対する関心

あなたは、障がいのある人に対する支援についてどのような考えをお持ちですか。（○は１つ） 

 

％で最も多く、次い

％、「支援をしたいが、

％となっています。支援をしたいと考える方

という

支援をしたいという意識がある方は多いものの、実際に支援を



 

（（（（４４４４））））

① 障がい者が働くために必要なこと

問

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

がいに対する周囲の理解があること」がともに約６割で拮抗して

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

が必要だと考える方が多い傾向にあります。

    

    

障がいに対する周囲の理解があること

障がいのある人に配慮した

就労のための職業訓練が充実すること

））））障障障障がいがいがいがい者者者者

障がい者が働くために必要なこと

問 あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

がいに対する周囲の理解があること」がともに約６割で拮抗して

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

が必要だと考える方が多い傾向にあります。

    

障がいにあった仕事であること

障がいに対する周囲の理解があること

障がいにあった勤務条件であること

障がいのある人に配慮した

就労のための職業訓練が充実すること

自宅で仕事ができること

通院等の保障があること

者者者者のののの雇用雇用雇用雇用についてについてについてについて

障がい者が働くために必要なこと

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

がいに対する周囲の理解があること」がともに約６割で拮抗して

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

が必要だと考える方が多い傾向にあります。

        

障がいにあった仕事であること

障がいに対する周囲の理解があること

障がいにあった勤務条件であること

 障がいのある人に配慮した設備が整っていること

賃金が妥当であること

就労のための職業訓練が充実すること

通勤手段があること

自宅で仕事ができること

通院等の保障があること

わからない

についてについてについてについて    

障がい者が働くために必要なこと 

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

がいに対する周囲の理解があること」がともに約６割で拮抗して

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

が必要だと考える方が多い傾向にあります。

障がいにあった仕事であること

障がいに対する周囲の理解があること

障がいにあった勤務条件であること

設備が整っていること

賃金が妥当であること

就労のための職業訓練が充実すること

通勤手段があること

自宅で仕事ができること

通院等の保障があること

その他

わからない

無回答

0 %

 

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

がいに対する周囲の理解があること」がともに約６割で拮抗して

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

が必要だと考える方が多い傾向にあります。 

12.1 

7.6 

5.2 

1.8 

3.1 

1.6 

0 %

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

がいに対する周囲の理解があること」がともに約６割で拮抗して

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

15.4 

14.6 

12.1 

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

がいに対する周囲の理解があること」がともに約６割で拮抗しています

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

35 %

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

います。障がいのある

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

60.0 

59.5 

49.2 

48.8 

全体 N＝

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がい者が働くために必要だと思うことは、「障がいにあった仕事であること」と「障

障がいのある

方が働くためには、その方に合った仕事であるかどうかや、障がいに対する周囲の理解

60.0 

59.5 

70 %

＝553

あなたは、障がいのある人が働くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

 



    

（（（（５５５５））））

① 障がい者にとって住みよいまちになるために必要なこと

問

障がいのある人にとって

する」が

する」が

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

を入れることが必要といえます。

 

 

障がいのある子どもへの教育・療育を充実する

介護・訓練に関する生活支援サービスを充実する

道路・建物等を

差別や偏見をなくす

スポーツ・サークル・文化活動の場をつくる

年金・手当などの生活保障を充実する

保健・医療体制の充実や医療費を軽減する

グループホーム等の地域での生活の場を整備する

福祉の情報を

災害時にスムーズな避難ができるしくみをつくる

住民同士がふれあう機会や場を増やす

障がいのある人への

））））まちづくりについてまちづくりについてまちづくりについてまちづくりについて

障がい者にとって住みよいまちになるために必要なこと

問 あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がいのある人にとって

する」が 30.9％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

する」が 24.8％、「就労支援の充実や就労の場を増やす」が

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

を入れることが必要といえます。

 

障がいのある子どもへの教育・療育を充実する

就労支援の充実や就労の場を増やす

介護・訓練に関する生活支援サービスを充実する

 道路・建物等をバリアフリーにして利用しやすくする

在宅福祉サービスを充実する

 差別や偏見をなくす福祉教育や広報活動を進める

障がいのある方が参加しやすい
スポーツ・サークル・文化活動の場をつくる

年金・手当などの生活保障を充実する

保健・医療体制の充実や医療費を軽減する

グループホーム等の地域での生活の場を整備する

ボランティアを育成する

 福祉の情報を広報やホームページ等で周知する

災害時にスムーズな避難ができるしくみをつくる

住民同士がふれあう機会や場を増やす

 障がいのある人への虐待防止支援等を充実する

まちづくりについてまちづくりについてまちづくりについてまちづくりについて

障がい者にとって住みよいまちになるために必要なこと

あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がいのある人にとって

％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

％、「就労支援の充実や就労の場を増やす」が

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

を入れることが必要といえます。

  

相談窓口を充実する

障がいのある子どもへの教育・療育を充実する

就労支援の充実や就労の場を増やす

介護・訓練に関する生活支援サービスを充実する

バリアフリーにして利用しやすくする

在宅福祉サービスを充実する

福祉教育や広報活動を進める

障がいのある方が参加しやすい
スポーツ・サークル・文化活動の場をつくる

年金・手当などの生活保障を充実する

保健・医療体制の充実や医療費を軽減する

グループホーム等の地域での生活の場を整備する

ボランティアを育成する

広報やホームページ等で周知する

災害時にスムーズな避難ができるしくみをつくる

住民同士がふれあう機会や場を増やす

虐待防止支援等を充実する

まちづくりについてまちづくりについてまちづくりについてまちづくりについて    

障がい者にとって住みよいまちになるために必要なこと

あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで）

障がいのある人にとって住みよいまちになるために必要なことは、「相談窓口を充実

％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

％、「就労支援の充実や就労の場を増やす」が

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

を入れることが必要といえます。 

相談窓口を充実する

障がいのある子どもへの教育・療育を充実する

就労支援の充実や就労の場を増やす

介護・訓練に関する生活支援サービスを充実する

バリアフリーにして利用しやすくする

在宅福祉サービスを充実する

福祉教育や広報活動を進める

障がいのある方が参加しやすい
スポーツ・サークル・文化活動の場をつくる

年金・手当などの生活保障を充実する

保健・医療体制の充実や医療費を軽減する

グループホーム等の地域での生活の場を整備する

ボランティアを育成する

広報やホームページ等で周知する

災害時にスムーズな避難ができるしくみをつくる

住民同士がふれあう機会や場を増やす

虐待防止支援等を充実する

その他

特にない

無回答

0 %

13 

障がい者にとって住みよいまちになるために必要なこと

あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで） 

まちになるために必要なことは、「相談窓口を充実

％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

％、「就労支援の充実や就労の場を増やす」が

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

4.9 

2.5 

2.0 

3.6 

0 %

障がい者にとって住みよいまちになるために必要なこと 

あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

まちになるために必要なことは、「相談窓口を充実

％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

％、「就労支援の充実や就労の場を増やす」が

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

16.5 

15.7 

15.4 

11.9 

11.8 

11.2 

9.0 

8.9 

   

あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

まちになるために必要なことは、「相談窓口を充実

％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

％、「就労支援の充実や就労の場を増やす」が 23.7％となって

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

24.8 

23.7 

23.3 

22.8 

18.1 

18.1 

16.5 

15.7 

15.4 

20 %

あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

まちになるために必要なことは、「相談窓口を充実

％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

％となっています

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

30.9 

24.8 

23.7 

23.3 

22.8 

全体 N＝

あなたは、中央市が障がいのある人にとって住みよいまちになるためにはどのようなことが

まちになるために必要なことは、「相談窓口を充実

％で最も多く、次いで「障がいのある子どもに対する教育・療育を充実

います。 

障がいのある人が住みよいまちとなるためには、相談窓口を増やし、教育や就労に力

30.9 

40 %

＝553

 



 

 

② 障がい者に対する市民の理解を深めるために必要だと思うこと

問

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

49.9％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

が 32.2

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

が積極的な社会参画を示すことが必要と

障がいのある

障がいや

市民交流

福祉施設の

障がいのある

障がいへの

障がいのある

障

障がい者に対する市民の理解を深めるために必要だと思うこと

問 あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで）

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

32.2％、「障がいや障

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

が積極的な社会参画を示すことが必要と

学校における

がいのある人の積極的

がいや障がい者問題

市民交流を通じての

の地域への開放や

がいのある人へのボランティア

がいへの理解を目的とする

がいのある人の地域のまちづくりへの

障がいに関する講演会

理解

障がい者に対する市民の理解を深めるために必要だと思うこと

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

（○は３つまで） 

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

％、「障がいや障がい

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

が積極的な社会参画を示すことが必要と

における福祉教育

積極的な社会への

者問題に関する啓発

じての理解と参加

や、地域住民との

へのボランティア活動

とする市民団体への

のまちづくりへの

講演会や学習会

わからない

理解を深める必要

障がい者に対する市民の理解を深めるために必要だと思うこと

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

がい者問題に関する啓発の充実」が

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

が積極的な社会参画を示すことが必要と

福祉教育の充実

への進出

啓発の充実

参加の促進

との交流

活動の推進

への支援

のまちづくりへの参加

学習会の開催

その他

わからない

必要はない

無回答

0.2

0 %

障がい者に対する市民の理解を深めるために必要だと思うこと

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

者問題に関する啓発の充実」が

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

が積極的な社会参画を示すことが必要と求められています

10.5

1.4

5.4

0.2

2.5

障がい者に対する市民の理解を深めるために必要だと思うこと

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

者問題に関する啓発の充実」が

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

求められています。

25.3

22.2

18.1

15.6

10.5

20 %

障がい者に対する市民の理解を深めるために必要だと思うこと 

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

者問題に関する啓発の充実」が 29.3％となって

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

。 

32.2

29.3

26.4

25.3

22.2

40 %

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

％となっています

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

49.9

40 %

全体 N＝

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

障がい者に対する理解を深めることについては、「学校における福祉教育の充実」が

％と約半数を占めて最も多く、次いで「障がいのある人の積極的な社会への進出」

います。 

障がい者への理解を深めるためには、福祉教育を充実させるとともに、障がい者自身

49.9

60 %

＝553

あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、どんなことが必要だと思いますか。

 



（（（（１１１１））））

① 基本属性

性 別

 

年 代

身体

知的

精神

 

居住区

 

手帳の

種類等

 

））））回答者回答者回答者回答者のののの

基本属性 

別 

 （

代 

17

 

身体 

 

知的 

（

精神 

 

居住区 

田富地区

 （

手帳の

種類等 

 （

高次脳

 

＊障がい種別は、回答母数が

 

≪≪≪≪    障障障障

のののの属性属性属性属性・・・・障障障障がいのがいのがいのがいの

男性 

425 

（52.7％） 

17 歳以下 

35 

 （4.3％） 

12 

 （1.9％） 

24  

（26.4％） 

1 

 （1.0％） 

田富地区 

451 

（55.9％） 

身体 

643 

（79.7％） 

高次脳機能障がい

10 

 （1.2％） 

＊障がい種別は、回答母数が

  

障障障障    害害害害    者者者者    

がいのがいのがいのがいの状態状態状態状態

（47.1

18

（34.6

（26.1

 （

 （

玉穂地区

 （

（11.3

機能障がい 発達障がい

（

＊複数回答可のため、重複障がいの方は各種類でカウント

＊障がい種別は、回答母数が 90 サンプル以上の「身体」「知的」「精神」の３種類で比較

15 

    手手手手    帳帳帳帳    所所所所

状態状態状態状態についてについてについてについて    

女性 

380  

47.1％） 

18～64 歳 

279  

34.6％） 

168  

26.1％） 

57 

（62.6％） 

75 

（75.8％） 

玉穂地区 

242 

（30.0％） 

知的 

91  

11.3％） 

発達障がい 

18  

（2.2％） 

＊複数回答可のため、重複障がいの方は各種類でカウント

サンプル以上の「身体」「知的」「精神」の３種類で比較

所所所所    持持持持    者者者者    

    

無回答

（0.2

65

（60.0

 （71.1

 （

（23.2

豊富地区

 （13.6

精神

（12.3

その他

 （

＊複数回答可のため、重複障がいの方は各種類でカウント

サンプル以上の「身体」「知的」「精神」の３種類で比較

    ≫≫≫≫    

無回答 

2  

0.2％） 

65 歳以上 

484  

60.0％） 

457 

71.1％） 

8 

8.8％） 

23  

23.2％） 

豊富地区 

110 

13.6％） 

精神 

99  

12.3％） 

その他 

13 

1.6％） 

＊複数回答可のため、重複障がいの方は各種類でカウント

サンプル以上の「身体」「知的」「精神」の３種類で比較

 

無回答

（1.1

 （0.9

（2.2

 （0.0

無回答

（0.5

難病

 （1.5

無回答

（1.1

＊複数回答可のため、重複障がいの方は各種類でカウント

サンプル以上の「身体」「知的」「精神」の３種類で比較

無回答 

9  

1.1％） 

6 

0.9％） 

2  

2.2％） 

0 

0.0％） 

無回答 

4  

0.5％） 

難病 

12 

1.5％） 

無回答 

9  

1.1％） 

＊複数回答可のため、重複障がいの方は各種類でカウント 

サンプル以上の「身体」「知的」「精神」の３種類で比較 

 

 



（（（（２２２２））））

② 今後希望する暮らし方

問

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

を占めています。また、回答数は少ないですが、

で暮らしたい」が

全体をみると

したいと考える方がやや

 

 

 

 

家族と

独立して

グループホームなどで
仲間と

））））日常生活日常生活日常生活日常生活

今後希望する暮らし方

問 あなたは、今後どこで暮らしたいですか。（○は１つ）

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

を占めています。また、回答数は少ないですが、

で暮らしたい」が

全体をみると家族と暮らしたい

したいと考える方がやや

 

と一緒に暮らしたい

して１人で暮らしたい

施設で暮らしたい

グループホームなどで
と一緒に暮らしたい

病院に入院したい

その

わからない

無回答

日常生活日常生活日常生活日常生活についてについてについてについて 

今後希望する暮らし方 

あなたは、今後どこで暮らしたいですか。（○は１つ）

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

を占めています。また、回答数は少ないですが、

で暮らしたい」が 12.1％と、身体障がい者・知的障がい者より

家族と暮らしたい

したいと考える方がやや多い傾向に

  

らしたい

らしたい

らしたい

グループホームなどで
らしたい

したい

その他

わからない

無回答

5.4 

5.0 

1.7 

0.5 

1.1 

9.0 

1.7 

0 %

 

 

あなたは、今後どこで暮らしたいですか。（○は１つ）

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

を占めています。また、回答数は少ないですが、

％と、身体障がい者・知的障がい者より

家族と暮らしたいという

多い傾向にあります

5.4 

5.0 

1.7 

0.5 

1.1 

9.0 

1.7 

40 %

身体身体身体身体 NNNN＝＝＝＝643643643643

あなたは、今後どこで暮らしたいですか。（○は１つ）

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

を占めています。また、回答数は少ないですが、精神障がい者において「独立して１人

％と、身体障がい者・知的障がい者より

という方が大半ですが、精神障がい者では独立して暮ら

あります。 

0.0 

2.2 

3.3 

0 %

75.6 

80 %

643643643643

あなたは、今後どこで暮らしたいですか。（○は１つ） 

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

精神障がい者において「独立して１人

％と、身体障がい者・知的障がい者より

大半ですが、精神障がい者では独立して暮ら

 

8.8 

8.8 

6.6 

0.0 

2.2 

11.0 

3.3 

40 %

知的知的知的知的 NNNN＝＝＝＝

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

精神障がい者において「独立して１人

％と、身体障がい者・知的障がい者よりやや多くなって

大半ですが、精神障がい者では独立して暮ら

59.3 

80 %

＝＝＝＝91919191
0 %

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

精神障がい者において「独立して１人

多くなっています

大半ですが、精神障がい者では独立して暮ら

12.1 

3.0 

5.1 

1.0 

2.0 

13.1 

4.0 

0 % 40 %

精神精神精神精神 NNNN＝＝＝＝

    

今後希望する暮らし方は、障がい種別にかかわらず「家族と一緒に暮らしたい」が最

も多く、身体障がい者において７割強、知的障がい者・精神障がい者においては約６割

精神障がい者において「独立して１人

います。

大半ですが、精神障がい者では独立して暮ら

59.6 

80 %

＝＝＝＝99999999

    



    

（（（（３３３３））））

① 主な相談先

問

主な相談先は、

占めています

隣人」が

神障がい者においては「病院・診療所

差がみられます

 

福祉施設

ホームヘルパーや

障がい

））））相談体制相談体制相談体制相談体制

主な相談先 

問 困った時のあなたの主な相談先はどこですか。（○は３つまで）

主な相談先は、

占めています。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

隣人」が 21.5％、知的障がい者においては「福祉施設の職員

神障がい者においては「病院・診療所

みられます。

 

家族

友人・知人

病院・診療所

市役所

福祉施設の職員

社会福祉協議会

民生委員・

ホームヘルパーや訪問看護師

がい者相談支援

職場

自治会長・

ケアマネジャー

学校

障がい

ボランティア

相談体制相談体制相談体制相談体制についてについてについてについて    

 

困った時のあなたの主な相談先はどこですか。（○は３つまで）

主な相談先は、障がい種別にかかわらず「家族・親族」が最も多く、約７割～８割

。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

％、知的障がい者においては「福祉施設の職員

神障がい者においては「病院・診療所

。 

  

家族・親族

知人・隣人

診療所など

市役所の窓口

職員・指導員

社会福祉協議会

・児童委員

訪問看護師

者相談支援センター

職場の仲間

・組長など

ケアマネジャー

学校・教師

がい者団体

ボランティア

その他

特にない

無回答

0 %

    

困った時のあなたの主な相談先はどこですか。（○は３つまで）

種別にかかわらず「家族・親族」が最も多く、約７割～８割

。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

％、知的障がい者においては「福祉施設の職員

神障がい者においては「病院・診療所

21.5 

20.2 

17.7 

9.3 

8.6 

4.7 

4.2 

3.0 

1.6 

1.1 

1.1 

0.9 

0.8 

0.5 

4.0 

3.4 

1.9 

0 % 50 %

身体身体身体身体 NNNN

17 

困った時のあなたの主な相談先はどこですか。（○は３つまで）

種別にかかわらず「家族・親族」が最も多く、約７割～８割

。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

％、知的障がい者においては「福祉施設の職員

神障がい者においては「病院・診療所など」が 41.4

84.3 

100 %

NNNN＝＝＝＝643643643643
0 %

困った時のあなたの主な相談先はどこですか。（○は３つまで）

種別にかかわらず「家族・親族」が最も多く、約７割～８割

。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

％、知的障がい者においては「福祉施設の職員

41.4％となっており、各障がい種別で

14.3 

6.6 

20.9 

31.9 

4.4 

3.3 

1.1 

23.1 

5.5 

0.0 

0.0 

13.2 

4.4 

1.1 

14.3 

2.2 

2.2 

0 % 50 %

知的知的知的知的 NNNN＝＝＝＝

困った時のあなたの主な相談先はどこですか。（○は３つまで） 

種別にかかわらず「家族・親族」が最も多く、約７割～８割

。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

％、知的障がい者においては「福祉施設の職員・指導員」が

％となっており、各障がい種別で

0 %

79.1 

100 %

＝＝＝＝91919191

種別にかかわらず「家族・親族」が最も多く、約７割～８割

。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

」が 31.9％、精

％となっており、各障がい種別で

21.2 

41.4 

13.1 

12.1 

5.1 

0.0 

2.0 

12.1 

5.1 

1.0 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

13.1 

7.1 

1.0 

0 % 50 %

精神精神精神精神 NNNN

種別にかかわらず「家族・親族」が最も多く、約７割～８割を

。「家族・親族」以外の相談先では、身体障がい者において「友人・知人・

％、精

％となっており、各障がい種別で

67.7 

41.4 

100 %

NNNN＝＝＝＝99999999

 



 

 

② 相談体制に対する要望

問

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

るようにしてほしい」が約２割～３割となっ

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

をしてほしい」が

に相談できる場がほしい」が

くで気軽に相談できる環境が求められています。

    

どんな時にどこに

１か所で色々な

休日・夜間等の必要時

住んでいるところの

情報提供だけでなく

個人情報が他に伝

相談員の対応力、

電話やＦＡＸ、

施設入所者

乳幼児期

相談体制に対する要望

問 今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

るようにしてほしい」が約２割～３割となっ

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

をしてほしい」が

に相談できる場がほしい」が

くで気軽に相談できる環境が求められています。

    

にどこに相談したらいいか

な問題の 相談ができるようにしてほしい

必要時に すぐ相談できるようにしてほしい

んでいるところの近くで 気楽に

だけでなく、 問題の解決に

伝わらないよう、 十分

、障がいの制度の 知識等

ＦＡＸ、メール等での 相談

施設入所者の相談にも
定期的な訪問相談

乳幼児期における相談体制

わからない・

相談体制に対する要望 

今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

るようにしてほしい」が約２割～３割となっ

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

をしてほしい」が 30.8％、精神障がい者においては「住んでいるところの近くで気楽

に相談できる場がほしい」が

くで気軽に相談できる環境が求められています。

        

したらいいか わかるようにしてほしい

ができるようにしてほしい

できるようにしてほしい

に相談できる場がほしい

に至る対応をしてほしい

十分な配慮をしてほしい

知識等を向上させてほしい

相談を受け付けてほしい

にも対応できるよう
訪問相談を実施してほしい

相談体制を充実してほしい

その

わからない・特にない

無回答

 

今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

るようにしてほしい」が約２割～３割となっ

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

％、精神障がい者においては「住んでいるところの近くで気楽

に相談できる場がほしい」が 21.2％となっており、問題の具体的な解決や住まいの近

くで気軽に相談できる環境が求められています。

わかるようにしてほしい

ができるようにしてほしい

できるようにしてほしい

がほしい

をしてほしい

をしてほしい

させてほしい

けてほしい

できるよう、
してほしい

してほしい

その他

にない

無回答

6.1 

4.0 

0.9 

2.2 

8.1 

0 %

身体身体身体身体

今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

るようにしてほしい」が約２割～３割となっています

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

％、精神障がい者においては「住んでいるところの近くで気楽

％となっており、問題の具体的な解決や住まいの近

くで気軽に相談できる環境が求められています。

 

 

40.3 

22.1 

19.8 

18.2 

15.9 

12.9 

10.6 

6.1 

4.0 

0.9 

2.2 

20.8 

8.1 

25 % 50 %

身体身体身体身体 NNNN＝＝＝＝643643643643

今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

ています。 

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

％、精神障がい者においては「住んでいるところの近くで気楽

％となっており、問題の具体的な解決や住まいの近

くで気軽に相談できる環境が求められています。 

40.3 

50 %

643643643643

12.1 

13.2 

5.5 

6.6 

5.5 

1.1 

13.2 

8.8 

0 %

知的知的知的知的

今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

％、精神障がい者においては「住んでいるところの近くで気楽

％となっており、問題の具体的な解決や住まいの近

34.1 

30.8 

17.6 

19.8 

30.8 

12.1 

13.2 

13.2 

8.8 

25 % 50 %

知的知的知的知的 NNNN＝＝＝＝91919191

今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

％、精神障がい者においては「住んでいるところの近くで気楽

％となっており、問題の具体的な解決や住まいの近

21.2 

20.2 

21.2 

19.2 

11.1 

8.1 

7.1 

1.0 

0.0 

3.0 

16.2 

7.1 

0 % 25 %

精神精神精神精神
50 %

今後、福祉や生活に関する相談体制として、どのようなことを希望しますか。（○は３つまで） 

障がい種別にかかわらず、「どんな時にどこに相談したらいいかわかるようにしてほ

しい」が３割～４割で最も多く、次いで、「１か所でいろいろな問題について相談でき

また、知的障がい者においては「情報提供だけでなく、問題の解決に至るような対応

％、精神障がい者においては「住んでいるところの近くで気楽

％となっており、問題の具体的な解決や住まいの近

42.4 

21.2 

20.2 

21.2 

19.2 

11.1 

16.2 

25 % 50 %

NNNN＝＝＝＝99999999

 



    

（（（（４４４４））））

① 充実してほしい情報

問

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

と「困った時に相談ができる機関・

めています

割～２

なっており、障がい種別によって差がみられます。

今後

回答を除

 

 

 

福祉サービスの

困った

施設・機関が行っている

社会情勢

就学に関する

））））情報収集情報収集情報収集情報収集

充実してほしい情報

問 あなたにとって、今後充実してほしい情報は何ですか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

と「困った時に相談ができる機関・

めています。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

２割強、精神障がい者においては「職場の選び方、就職に関する情報」

なっており、障がい種別によって差がみられます。

今後、何かしら

を除いた）割合

 

サービスの具体的内容

った時に相談ができる

っている 医療、福祉

緊急対応

社会情勢や福祉制度

職場の選び方

余暇活動やレジャーに

ボランティア団体等

する 相談・情報提供窓口

わからない・

情報収集情報収集情報収集情報収集についてについてについてについて    

充実してほしい情報 

あなたにとって、今後充実してほしい情報は何ですか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

と「困った時に相談ができる機関・

。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

、精神障がい者においては「職場の選び方、就職に関する情報」

なっており、障がい種別によって差がみられます。

、何かしら充実してほしい情報がある（全体から「わからない・特にない」

割合は、知的障がい者

  

具体的内容や 利用方法等の

ができる 機関・場所の

災害時の避難情報

福祉サービスに関する

緊急対応についての

福祉制度の変化に関する

方、就職に関する

やレジャーに関する

団体等についての

情報提供窓口・機関の

その

わからない・特にない

無回答

    

あなたにとって、今後充実してほしい情報は何ですか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

と「困った時に相談ができる機関・場所についての情報」がそれぞれ３割強～４割を占

。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

、精神障がい者においては「職場の選び方、就職に関する情報」

なっており、障がい種別によって差がみられます。

充実してほしい情報がある（全体から「わからない・特にない」

は、知的障がい者

の情報

の情報

避難情報

する情報

についての情報

する情報

する情報

する情報

についての情報

の情報

その他

にない

無回答

4.2 

2.3 

2.2 

1.6 

0.3 

5.6 

0 %

身体身体身体身体

19 

あなたにとって、今後充実してほしい情報は何ですか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

場所についての情報」がそれぞれ３割強～４割を占

。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

、精神障がい者においては「職場の選び方、就職に関する情報」

なっており、障がい種別によって差がみられます。

充実してほしい情報がある（全体から「わからない・特にない」

は、知的障がい者で比較的高

39.7 

20.8 

17.4 

16.2 

13.8 

4.2 

2.3 

2.2 

1.6 

0.3 

19.3 

5.6 

25 % 50 %

身体身体身体身体 NNNN＝＝＝＝643643643643

あなたにとって、今後充実してほしい情報は何ですか。（○は３つまで）

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

場所についての情報」がそれぞれ３割強～４割を占

。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

、精神障がい者においては「職場の選び方、就職に関する情報」

なっており、障がい種別によって差がみられます。 

充実してほしい情報がある（全体から「わからない・特にない」

比較的高くなっています

44.9 

39.7 

50 %

643643643643

13.2 

15.4 

9.9 

1.1 

8.8 

0.0 

8.8 

5.5 

0 %

知的知的知的知的

あなたにとって、今後充実してほしい情報は何ですか。（○は３つまで） 

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

場所についての情報」がそれぞれ３割強～４割を占

。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

、精神障がい者においては「職場の選び方、就職に関する情報」

充実してほしい情報がある（全体から「わからない・特にない」

くなっています。 

45.1 

39.6 

28.6 

13.2 

23.1 

15.4 

17.6 

9.9 

8.8 

8.8 

25 % 50 %

知的知的知的知的 NNNN＝＝＝＝91919191

 

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

場所についての情報」がそれぞれ３割強～４割を占

。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

、精神障がい者においては「職場の選び方、就職に関する情報」が約２割と

充実してほしい情報がある（全体から「わからない・特にない」

15.2 

16.2 

15.2 

8.1 

21.2 

2.0 

1.0 

3.0 

2.0 

15.2 

1.0 

0 % 25 %

精神精神精神精神

45.1 

39.6 

50 %

障がい種別にかかわらず、「福祉サービスの具体的内容や利用方法などに関する情報」

場所についての情報」がそれぞれ３割強～４割を占

。また、身体障がい者・知的障がい者においては「災害時の避難情報」が２

が約２割と

充実してほしい情報がある（全体から「わからない・特にない」と無

42.4 

45.5 

15.2 

16.2 

15.2 

21.2 

15.2 

25 % 50 %

NNNN＝＝＝＝99999999

 



 

（（（（５５５５））））

① 障がい者が働きやすくなるために必要なこと

問

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

いて「

業主や職場の

なっています

ジョブコーチ

ようにする」が

障がい者が働きやすくなるために

い・特にない」

が比較的多くなって

 

                                        
＊ ジョブコーチ

 

事業主や職員が

通院等の保障

あらゆる業種

仕事の

職場

職業訓練を充実

フレックスタイム

就労移行支援事業所等

））））就労就労就労就労についてについてについてについて

障がい者が働きやすくなるために必要なこと

問 今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

ますか。（○は３つまで）

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

「わからない・特にない」が

業主や職場の方たちが、障がいのある方を理解してくれる」が約２

っています。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

ジョブコーチ＊などがいる」が

ようにする」が

障がい者が働きやすくなるために

い・特にない」と無回答

が比較的多くなって

                                        

ジョブコーチ：障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

を助言するとともに、通勤時、就労時等のサポートをする

が、 障がいのある方

自宅で仕事ができるようにする

保障がある （勤務時間内

通勤の

業種で 障がいのある方

勤務時間

の相談やあっせんをする

職場の施設や設備が障
利用できるように

充実し、 就労のための

フレックスタイム等で 自由な働き方

職場にジョブコーチ

就労移行支援事業所等への支援 (注文

わからない・

についてについてについてについて    

障がい者が働きやすくなるために必要なこと

今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

ますか。（○は３つまで）

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

わからない・特にない」が

方たちが、障がいのある方を理解してくれる」が約２

。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

などがいる」が

ようにする」が 25.3％で多くなっています。

障がい者が働きやすくなるために

と無回答を除く）

が比較的多くなっています

                                                  

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

を助言するとともに、通勤時、就労時等のサポートをする

方を理解してくれる

ができるようにする

勤務時間内でも通院可能

の手段が確保される

方の雇用枠を増やす

勤務時間や日数を短縮する

やあっせんをする場を充実する

障がいのある方にも
できるように配慮されている

のための技術を身につける

方ができるようにする

にジョブコーチ等がいる

注文の増加等)を充実する

その

わからない・特にない

無回答

障がい者が働きやすくなるために必要なこと

今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

ますか。（○は３つまで） 

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

わからない・特にない」が 28.1

方たちが、障がいのある方を理解してくれる」が約２

。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

などがいる」が２割強、精神障がい者においては「自宅で仕事ができる

で多くなっています。

障がい者が働きやすくなるために、何かしら

を除く）割合は、身体障がい者よりも知的・精神障がい者の方

。 

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

を助言するとともに、通勤時、就労時等のサポートをする

してくれる

ができるようにする

通院可能）

される

やす

する

する

にも
されている

につける

ができるようにする

がいる

する

その他

にない

無回答

12.3 

10.6 

9.6 

7.9 

7.6 

3.7 

3.4 

0.5 

0 %

身体身体身体身体 NNNN

障がい者が働きやすくなるために必要なこと 

今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

28.1％、知的障がい者・精神障がい者においては「事

方たちが、障がいのある方を理解してくれる」が約２

。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

、精神障がい者においては「自宅で仕事ができる

で多くなっています。 

、何かしら必要なことがある（全体から「わからな

は、身体障がい者よりも知的・精神障がい者の方

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

を助言するとともに、通勤時、就労時等のサポートをする

18.7 

16.5 

15.6 

15.4 

14.3 

12.3 

10.6 

9.6 

7.9 

7.6 

28.1 

18.0 

20 % 40 %

NNNN＝＝＝＝643643643643

  

今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

、知的障がい者・精神障がい者においては「事

方たちが、障がいのある方を理解してくれる」が約２

。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

、精神障がい者においては「自宅で仕事ができる

必要なことがある（全体から「わからな

は、身体障がい者よりも知的・精神障がい者の方

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

を助言するとともに、通勤時、就労時等のサポートをする人。

40 %

9.9 

9.9 

4.4 

15.4 

12.1 

18.7 

2.2 

11.0 

1.1 

13.2 

9.9 

0 % 20 %

知的知的知的知的 NNNN

今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

、知的障がい者・精神障がい者においては「事

方たちが、障がいのある方を理解してくれる」が約２～３割強で最も多く

。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

、精神障がい者においては「自宅で仕事ができる

必要なことがある（全体から「わからな

は、身体障がい者よりも知的・精神障がい者の方

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

。 

0 %

38.5 

29.7 

19.8 

15.4 

12.1 

18.7 

28.6 

11.0 

13.2 

20 % 40 %

NNNN＝＝＝＝91919191

今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

、知的障がい者・精神障がい者においては「事

～３割強で最も多く

。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

、精神障がい者においては「自宅で仕事ができる

必要なことがある（全体から「わからな

は、身体障がい者よりも知的・精神障がい者の方

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

20.2 

15.2 

15.2 

22.2 

20.2 

4.0 

7.1 

10.1 

12.1 

4.0 

2.0 

17.2 

7.1 

0 % 20 %

精神精神精神精神 NNNN＝＝＝＝

38.5 

今後、障がいのある方が働きやすくなるためには、どのような条件や環境整備が必要だと考え

障がいのある方が働きやすくなるために必要だと思う環境整備は、身体障がい者にお

、知的障がい者・精神障がい者においては「事

～３割強で最も多く

。また、知的障がい者においては「通勤の手段が確保される」と「職場に

、精神障がい者においては「自宅で仕事ができる

必要なことがある（全体から「わからな

は、身体障がい者よりも知的・精神障がい者の方

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等

26.3 

25.3 

20.2 

15.2 

15.2 

22.2 

20.2 

17.2 

40 %

＝＝＝＝99999999

 

障がいのある人が職場の習慣や人間関係に適応し働いていくため、作業工程の工夫、作業指導の方法等



    

（（（（６６６６））））

① 学校教育に望むこと

問

就園・就学児は、ほとんど知的障がい者の方が占めて

「能力や障がいの状況に合った指導をしてほしい」が

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

充実させてほしい」が

相談体制を含め、個々に合った教育体制が望まれています。

 

能力や障がいの

就学相談

小・中学校

小・中学校(通常学級

））））就園就園就園就園・・・・就学就学就学就学

学校教育に望むこと

問 学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも）

就園・就学児は、ほとんど知的障がい者の方が占めて

「能力や障がいの状況に合った指導をしてほしい」が

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

充実させてほしい」が

相談体制を含め、個々に合った教育体制が望まれています。

がいの状況に合った

就学相談や学習・生活相談
相談体制を

個別指導

中学校(通常学級)で

通常学級)と 交流機会

教材、教具

施設、設備

わからない・

就学就学就学就学についてについてについてについて

学校教育に望むこと 

学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも）

就園・就学児は、ほとんど知的障がい者の方が占めて

「能力や障がいの状況に合った指導をしてほしい」が

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

充実させてほしい」が 44.0

相談体制を含め、個々に合った教育体制が望まれています。

った 指導をしてほしい

生活相談・進路相談等
を充実させてほしい

個別指導を充実してほしい

で受け入れてほしい

交流機会を増やしてほしい

教具を充実してほしい

設備を充実してほしい

その

わからない・特にない

無回答

についてについてについてについて    

学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも）

就園・就学児は、ほとんど知的障がい者の方が占めて

「能力や障がいの状況に合った指導をしてほしい」が

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

44.0％となって

相談体制を含め、個々に合った教育体制が望まれています。

をしてほしい

進路相談等、
させてほしい

してほしい

れてほしい

やしてほしい

してほしい

してほしい

その他

にない

無回答

33.3 

33.3 

33.3 

22.2 

22.2 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

0 % 50 %

身体身体身体身体

21 

学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも）

就園・就学児は、ほとんど知的障がい者の方が占めて

「能力や障がいの状況に合った指導をしてほしい」が

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

となっています。 

相談体制を含め、個々に合った教育体制が望まれています。

33.3 

33.3 

33.3 

22.2 

22.2 

55.6 

50 % 100 %

NNNN＝＝＝＝9999

学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも）

就園・就学児は、ほとんど知的障がい者の方が占めており、

「能力や障がいの状況に合った指導をしてほしい」が 72.0％

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

 

相談体制を含め、個々に合った教育体制が望まれています。

44.0 

44.0 

24.0 

24.0 

20.0 

8.0 

8.0 

12.0 

4.0 

0 % 50 %

知的知的知的知的 NNNN＝＝＝＝

学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

おり、学校教育に望むことは、

％で最も多く、次いで「就

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

相談体制を含め、個々に合った教育体制が望まれています。 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0 %

72.0 

44.0 

44.0 

100 %

＝＝＝＝25252525

学校教育に望むことは、

で最も多く、次いで「就

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

0.0 

0.0 

100.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50 %

精神精神精神精神 NNNN＝＝＝＝

学校教育に望むことは、

で最も多く、次いで「就

学相談や学習・生活相談・進路相談など、相談体制を充実させてほしい」、「個別指導を

100.0 

100 %

＝＝＝＝1111

 



    

（（（（７７７７））））

① 避難行動要支援者登録の認知度

問

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

いて６割～６割強、精神障がい者においては８割を超えて多くな

認知度が低いため、事業をより広く周知することが必要といえます

））））災害時災害時災害時災害時のことについてのことについてのことについてのことについて

避難行動要支援者登録の認知度

問 中央市では、要

要支援者登録を実施しています。あなたは、この事業を知っていますか。（○は１つ）

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

いて６割～６割強、精神障がい者においては８割を超えて多くな

認知度が低いため、事業をより広く周知することが必要といえます

身体 N＝643

知的 N＝91

精神 N＝99

のことについてのことについてのことについてのことについて

避難行動要支援者登録の認知度

中央市では、要支援者

要支援者登録を実施しています。あなたは、この事業を知っていますか。（○は１つ）

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

いて６割～６割強、精神障がい者においては８割を超えて多くな

認知度が低いため、事業をより広く周知することが必要といえます

643

91

99 8.1

23.2

0%

知っている

のことについてのことについてのことについてのことについて    

避難行動要支援者登録の認知度 

支援者（障がいのある人、高齢者、妊産婦など）に対する支援として避難行動

要支援者登録を実施しています。あなたは、この事業を知っていますか。（○は１つ）

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

いて６割～６割強、精神障がい者においては８割を超えて多くな

認知度が低いため、事業をより広く周知することが必要といえます

29.7

23.2

20%

知っている

（障がいのある人、高齢者、妊産婦など）に対する支援として避難行動

要支援者登録を実施しています。あなたは、この事業を知っていますか。（○は１つ）

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

いて６割～６割強、精神障がい者においては８割を超えて多くな

認知度が低いため、事業をより広く周知することが必要といえます

85.9

40%

知らない

（障がいのある人、高齢者、妊産婦など）に対する支援として避難行動

要支援者登録を実施しています。あなたは、この事業を知っていますか。（○は１つ）

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

いて６割～６割強、精神障がい者においては８割を超えて多くな

認知度が低いため、事業をより広く周知することが必要といえます

85.9

60.4

67.5

60%

知らない

（障がいのある人、高齢者、妊産婦など）に対する支援として避難行動

要支援者登録を実施しています。あなたは、この事業を知っていますか。（○は１つ）

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

いて６割～６割強、精神障がい者においては８割を超えて多くなっています。全体的に

認知度が低いため、事業をより広く周知することが必要といえます。 

80%

無回答

（障がいのある人、高齢者、妊産婦など）に対する支援として避難行動

要支援者登録を実施しています。あなたは、この事業を知っていますか。（○は１つ） 

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

っています。全体的に

 

6.1

9.9

9.3

100%

（障がいのある人、高齢者、妊産婦など）に対する支援として避難行動

 

 

避難行動要支援者登録の認知度は、「知らない」が身体障がい者・知的障がい者にお

っています。全体的に

6.1

100%



 

 

② 災害時に不安に思うこと

問

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

が約３割～

や高齢者に配慮した避難場所がない」が

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに

で多くなって

大勢の人の中で避難生活が送れるかどうかという点

得られるか

 

 

 

 

避難所の長期避難生活

大勢の人の中で

障がいのある方

医薬品等

障がいのある

災害情報

また

市、医療機関、

電話や

避難訓練や

災害時に不安に思うこと

問 地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はいくつでも）

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

約３割～５割で多くなって

や高齢者に配慮した避難場所がない」が

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに

で多くなっています

大勢の人の中で避難生活が送れるかどうかという点

得られるかどうかを不安に思う方が多い傾向

 

長期避難生活に 身体が

で 避難所生活をすることに

医療を受けられるかわからない

方や 高齢者に配慮した

医薬品等、必要なものが

がいのある方への情報伝達

災害情報を伝える設備

避難を介助してくれる

災害発生時の情報取得
また、周囲がそれに

、地域住民が連携し

介助人等

やＦＡＸ等の連絡手段

や防災の 学習機会や

わからない・

災害時に不安に思うこと

地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はいくつでも）

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

５割で多くなって

や高齢者に配慮した避難場所がない」が

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに

います。 

大勢の人の中で避難生活が送れるかどうかという点

どうかを不安に思う方が多い傾向

  

が耐えられるか不安

をすることに不安がある

けられるかわからない

した避難場所がない

なものが手に入らない

情報伝達や救援が遅れる

設備や連絡網がない

してくれる方がいない

情報取得がしにくい
がそれに気付いてくれない

し助け合う体制がない

介助人等が確保できない

連絡手段が確保できない

や広報が十分でない

その

わからない・特にない

無回答

災害時に不安に思うこと 

地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はいくつでも）

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

５割で多くなっています。また、知的障がい者においては「障がいのある方

や高齢者に配慮した避難場所がない」が

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに

大勢の人の中で避難生活が送れるかどうかという点

どうかを不安に思う方が多い傾向

不安

がある

けられるかわからない

がない

らない

れる

がない

がいない

がしにくい。
いてくれない

がない

できない

できない

でない

その他

にない

無回答

21.8 

14.6 

14.2 

11.7 

10.1 

9.2 

8.2 

5.4 

5.1 

2.3 

17.7 

11.7 

0 % 30 %

身体身体身体身体 NNNN

23 

地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はいくつでも）

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

。また、知的障がい者においては「障がいのある方

や高齢者に配慮した避難場所がない」が 34.1％、精神障がい者においては「医療を受

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに

大勢の人の中で避難生活が送れるかどうかという点

どうかを不安に思う方が多い傾向がみられます

44.6 

37.0 

26.3 

25.8 

21.8 

14.6 

14.2 

11.7 

10.1 

17.7 

11.7 

30 % 60 %

NNNN＝＝＝＝643643643643

地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はいくつでも）

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

。また、知的障がい者においては「障がいのある方

％、精神障がい者においては「医療を受

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに

大勢の人の中で避難生活が送れるかどうかという点や、自身に適した医療

がみられます。

31.9 

15.4 

13.2 

22.0 

15.4 

11.0 

8.8 

12.1 

8.8 

4.4 

4.4 

3.3 

19.8 

9.9 

0 % 30 %

知的知的知的知的 NNNN＝＝＝＝

地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はいくつでも）

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

。また、知的障がい者においては「障がいのある方

％、精神障がい者においては「医療を受

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに

、自身に適した医療

。 

0 %

31.9 

54.9 

34.1 

22.0 

19.8 

60 %

＝＝＝＝91919191

地震や台風などの災害が発生した時、何が不安ですか。（○はいくつでも） 

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

。また、知的障がい者においては「障がいのある方

％、精神障がい者においては「医療を受

けられるかわからない」と「医薬品など、必要なものが手に入らない」がともに 36.4

、自身に適した医療・医薬品が

36.4 

23.2 

36.4 

9.1 

14.1 

8.1 

12.1 

12.1 

9.1 

11.1 

8.1 

3.0 

13.1 

5.1 

0 % 30 %

精神精神精神精神 NNNN＝＝＝＝99999999

災害時不安に思うことは、障がい種別にかかわらず「避難場所での長期避難生活に身

体が耐えられるか不安である」と「大勢の人の中で避難所生活をすることに不安がある」

。また、知的障がい者においては「障がいのある方

％、精神障がい者においては「医療を受

36.4％

医薬品が

52.5 

56.6 

36.4 

36.4 

60 %

99999999

 



 

（（（（８８８８））））

① より良い障がい福祉サービスのための要望

問

より

んなサービスがあるのか、もっと情報がほしい」が最も多く、３割～

ます。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなって

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

法・手続きといった、基本的な内容の充実が求められています。

 

 

 

 

どんなサービスがあるのか

利用申請や 手続

障がい

自分

必要

通所サービスは 身近

関わる人材の対応

サービスの回数や

関わる人材を 当事者

））））今後今後今後今後のののの取組取組取組取組

より良い障がい福祉サービスのための要望

問 障がい福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。

より良い障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

んなサービスがあるのか、もっと情報がほしい」が最も多く、３割～

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなって

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

法・手続きといった、基本的な内容の充実が求められています。

 

どんなサービスがあるのか、 もっと

手続き方法をわかりやすくしてほしい

費用負担

がい特性に応じた 情報

自分にとって何が必要
判断できるような

必要な時にすぐに使えるよう
かかる時間

身近な所で受けられるようにしてほしい

対応・態度や 技術・知識

利用の条件を緩

や時間を ニーズに応

当事者が選択できるようにしてほしい

わからない・

取組取組取組取組みについてみについてみについてみについて

より良い障がい福祉サービスのための要望

福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。

障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

んなサービスがあるのか、もっと情報がほしい」が最も多く、３割～

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなって

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

法・手続きといった、基本的な内容の充実が求められています。

  

もっと情報がほしい

をわかりやすくしてほしい

費用負担を軽くしてほしい

情報を提供してほしい

必要なサービスかが
できるような手助けがほしい

えるよう、手続きに
時間を短縮してほしい

けられるようにしてほしい

知識を向上してほしい

緩やかにしてほしい

応じて増やしてほしい

できるようにしてほしい

その

わからない・特にない

無回答

みについてみについてみについてみについて    

より良い障がい福祉サービスのための要望

福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。

障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

んなサービスがあるのか、もっと情報がほしい」が最も多く、３割～

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなって

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

法・手続きといった、基本的な内容の充実が求められています。

がほしい

をわかりやすくしてほしい

くしてほしい

してほしい

なサービスかが
けがほしい

きに
してほしい

けられるようにしてほしい

してほしい

やかにしてほしい

やしてほしい

できるようにしてほしい

その他

にない

無回答

16.5 

15.1 

12.0 

8.7 

7.8 

7.3 

5.3 

2.0 

0.9 

16.0 

12.3 

0 % 25 %

身体身体身体身体

より良い障がい福祉サービスのための要望  

福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。

障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

んなサービスがあるのか、もっと情報がほしい」が最も多く、３割～

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなって

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

法・手続きといった、基本的な内容の充実が求められています。

42.5 

27.8 

21.6 

16.5 

15.1 

12.0 

16.0 

12.3 

25 % 50 %

NNNN＝＝＝＝643643643643

 

福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。

障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

んなサービスがあるのか、もっと情報がほしい」が最も多く、３割～

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなって

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

法・手続きといった、基本的な内容の充実が求められています。

42.5 

24.2 

12.1 

16.5 

13.2 

12.1 

12.1 

5.5 

12.1 

5.5 

1.1 

13.2 

11.0 

0 % 25 %

知的知的知的知的 NNNN＝＝＝＝

福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。

障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

んなサービスがあるのか、もっと情報がほしい」が最も多く、３割～４

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなって

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

法・手続きといった、基本的な内容の充実が求められています。 

0 %

33.0 

24.2 

16.5 

26.4 

25 % 50 %

＝＝＝＝91919191

福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。

（○は３つまで）

障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

４割強となって

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

ービスかが判断できるような手助けがほしい」が２割を超えて多くなっています。

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

25.3 

24.2 

14.1 

19.2 

16.2 

6.1 

14.1 

11.1 

3.0 

5.1 

2.0 

13.1 

5.1 

0 % 25 %

精神精神精神精神 NNNN＝＝＝＝99999999

福祉サービスをより利用しやすくするために、今後あなたが希望することは何ですか。 

（○は３つまで） 

障がい福祉サービスのために希望することは、障がい種別にかかわらず「ど

となってい

。次いで、身体障がい者・精神障がい者において「利用についての申請や手続き方

法をわかりやすくしてほしい」、知的障がい者においては「自分にとって何が必要なサ

。 

いずれの障がい種別においても、どのようなサービスがあるのかという情報や申請方

48.5 

25.3 

24.2 

50 %

99999999

 

 



 

② 力をいれてほしい障がい福祉分野

問

力を入れてほしい障がい福祉分野は、障がい種別によって多種多様

者・精神障がい者において

も多く

が２割～３割で身体障がい者よりも多く、就労に関する分野への

れます

障がい

障がいのある

障がいに応じた

公共交通機関 (コミュニティバス・

建物や交通機関

ホームヘルプサービス

障がいのある

福祉に関するお

障がい者

生活、訓練

スポーツ・文化・レクリエーション

放課後や土曜日等

力をいれてほしい障がい福祉分野

問 今後、中央市に障がい福祉分野のどのようなことに力をいれてほしいですか。（○は５つまで）

力を入れてほしい障がい福祉分野は、障がい種別によって多種多様

者・精神障がい者において

も多く、知的障がい者・精神障がい者において

が２割～３割で身体障がい者よりも多く、就労に関する分野への

れます。

年金・手当等

がい者やそのご家族
市役所窓口

がいのある方に対する 理解

じた 多様な治療やリハビリの

コミュニティバス・路線

障がいのある

交通機関、道路等
配慮したまちづくりの

ホームヘルプサービス、
在宅福祉
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力をいれてほしい障がい福祉分野

今後、中央市に障がい福祉分野のどのようなことに力をいれてほしいですか。（○は５つまで）
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